
唱
導
文
学
に
あ
ら
わ
れ
た
神

　
　
－
－
安
沢
院
流
の
唱
尊
書
を
中
心
に
し
て
Ｉ
－
‘
‐

　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
あ
る
信
仰
や
思
想
が
、
そ
れ
と
性
質
を
異
に
し
て
い
る
信
仰
や
思
想
の
中
に
、
移
入

し
て
い
こ
う
と
す
る
時
は
、
様
々
な
葛
藤
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
に
仏
教
が
伝

来
定
着
し
よ
う
と
し
た
時
、
儒
教
や
道
教
の
抵
抗
を
う
け
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に

　
『
支
那
に
於
け
る
作
戦
と
儒
教
道
教
』
　
（
常
盤
人
定
氏
）
な
ど
に
、
詳
述
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
我
国
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
存
在
し
た
神
へ
の
信

仰
が
、
仏
教
伝
来
定
着
の
妨
げ
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
仏
教
を
信
仰
す
る
か
否
か
が
、

物
部
氏
と
蘇
我
氏
の
争
い
の
一
原
因
と
な
っ
た
こ
と
で
も
あ
る
。
周
知
の
『
日
本
書
紀
』

　
（
欽
明
天
皇
）
の
記
載
に
よ
る
と
、
百
済
の
聖
明
工
が
仏
像
経
論
を
欽
明
天
皇
に
献
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
　
　
　
　
　
こ
の
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ

た
時
、
天
皇
は
「
朕
、
廿
よ
り
来
、
未
だ
曾
て
是
の
如
く
微
妙
し
き
法
を
聞
く
こ
と
得

ず
。
然
れ
ど
も
朕
、
自
ら
決
む
ま
し
」
　
（
原
漢
文
、
訓
み
は
岩
波
、
古
典
文
学
大
系
に

よ
る
）
と
お
っ
し
や
っ
て
、
群
臣
に
お
た
ず
ね
に
な
る
。
蘇
我
稲
目
は
「
西
蕃
の
譜
財
、

一
に
皆
疆
ふ
。
豊
秋
日
本
、
壹
濁
り
背
か
む
や
」
と
礼
す
に
賛
成
の
意
向
を
示
し
た
が
、

物
部
尾
輿
、
中
臣
鎌
子
は
「
我
が
国
家
の
、
天
下
に
王
と
ま
し
ま
す
は
、
恒
に
天
地
杜

つ
や
し
ろ
も
も
あ
ま
り
や
そ
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ざ
　
　
　
ま
き

　
稜
の
百
八
十
神
を
以
て
、
春
夏
秋
冬
、
祭
拝
り
た
ま
ふ
こ
と
を
事
と
す
。
方
に
今
改
め

　
て
蕃
神
を
拝
み
た
ま
は
ば
、
恐
る
ら
く
は
国
神
の
怒
を
致
し
た
ま
は
む
」
と
奏
上
し
て
、

　
礼
す
に
反
対
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
反
対
を
経
な
が
ら
、
徐
々
に
定
着
し
て
い
っ
た

　
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
両
者
の
結
び
つ
い
た
も
の
が
神
仏
習
合
思
潮
（
本
地
垂
逍
説
）

　
と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
小
論
で
は
神
仏
習
合
思
潮
と
い
う
も
の
に
、
唱
導
が
い
か
よ
う
に
関
わ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
　
束
　
　
犬
　
　
隆

又
唱
導
文
学
の
中
に
い
か
よ
う
に
神
が
と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
か
を
、
安
居
院
流
の

唱
導
書
を
中
心
に
し
な
が
ら
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
楢
こ
こ
で
唱
導
文
学
と
い
い
、

考
察
の
対
象
と
し
た
も
の
は
、
異
論
は
あ
ろ
う
が
、
一
応
、
唱
導
内
容
の
か
へ
章
に
な
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
１

　
本
論
に
は
い
る
前
に
、
問
題
の
神
仏
習
合
思
潮
を
把
捉
し
て
お
き
た
い
。
先
人
の
高

説
に
よ
っ
て
概
観
し
て
み
よ
う
。

　
こ
の
説
は
本
地
即
ち
無
始
無
終
の
絶
対
的
な
る
佛
陀
が
、
人
間
を
利
益
し
衆
生
を
漕
　
2
7

　
度
せ
ん
が
為
め
に
、
泣
を
諸
所
に
垂
れ
て
、
神
と
な
っ
て
様
々
の
形
を
顕
は
す
と
い

　
ぶ
の
で
、
我
邦
の
神
祇
は
基
本
源
を
た
づ
ぬ
れ
ば
、
み
な
佛
菩
薩
に
あ
り
、
彿
も
神

　
も
帰
す
る
処
は
一
つ
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
語
の
起
り
は
、
法
華
寿
量
品

　
に
あ
り
。
も
と
は
久
遠
賓
成
の
祥
治
郎
絶
対
的
理
想
的
の
彿
陀
を
本
地
と
し
、
始
成

　
正
覚
の
祥
浩
即
ち
現
実
的
の
歴
史
上
の
祥
治
を
垂
逍
と
す
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
地
垂
逍
説
は
、
こ
の
説
を
傭
張
吃
用
し
た
の
で
あ
る
。

我
国
の
神
祇
の
本
源
を
仏
菩
薩
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
朝
の
初
見
は
『
紋
日
本
紀
』

の
文
武
天
皇
の
二
年
十
二
月
乙
卯
に
、
多
気
大
神
宮
か
を
度
会
郡
に
還
し
た
事
が
、
記

載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
大
神
宮
寺
は
、
そ
れ
以
前
の
建
立
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

更
に
平
安
中
期
に
は
い
っ
て
発
達
し
、
一
条
天
皇
の
頃
よ
り
権
現
思
想
が
普
及
し
、
鎌

倉
時
代
に
は
い
っ
て
組
織
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
灰
掻
で
す
⑤
又
ヽ
村
山
修
一
博
十
は
ヽ

縁
起
物
に
つ
い
て
、



　
平
安
朝
に
発
達
し
た
本
地
垂
逍
説
は
来
期
に
お
よ
ん
で
仏
本
神
逍
の
段
階
に
到
達
し
、

　
神
仏
同
体
思
想
は
一
般
民
衆
に
も
日
常
生
活
意
識
と
し
て
違
透
し
て
い
っ
た
が
、
こ

　
れ
を
促
進
し
、
延
会
的
に
定
着
せ
し
め
て
中
世
思
想
潮
流
の
根
強
い
基
盤
た
ら
し
め

　
　
　
　
　
ｅ
　
一
　
　
一
　
●
　
一
　
一
　
一
　
一
　
・
１
　
●
・
　
一
一
・
●
　
・
φ

　
た
の
は
神
官
・
僧
侶
の
知
識
人
に
よ
る
積
極
的
宣
伝
活
動
で
あ
り
、
彼
等
は
神
仏
の

　
関
係
を
歴
史
的
発
展
の
形
に
お
い
て
説
き
、
そ
の
間
に
神
秘
的
要
素
を
豊
富
に
織
込

　
ん
で
霊
験
・
霊
威
を
誇
示
し
、
本
地
垂
逍
信
仰
の
権
威
高
揚
と
普
及
を
は
か
っ
た
の

　
で
あ
る
。
中
世
に
お
け
る
縁
起
物
の
流
行
は
こ
う
し
て
興
り
、
や
が
て
本
地
物
と
呼

　
ば
れ
て
庶
民
に
親
し
ま
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
惣

そ
の
「
神
官
・
僧
侶
の
知
識
人
に
よ
る
積
極
的
宣
伝
活
動
」
は
、
当
然
、
唱
導
文
学
と

し
て
、
そ
の
形
を
と
ど
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
唱
導
に
関
連
す
る
も
の
で
、
仏
教
と
神
と
の
結
び
つ
き
を
考
え
る
場
合
、

　
『
沙
石
集
』
に
、
ま
ず
目
を
通
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
『
沙
石
集
』
が
、
唱
導
の
テ
キ
ス

ト
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
疑
う
余
地
の
な
い
こ
と
と
思
う
悌
巻
一
　
戸
大
神
宮
御
事
」
を
み

フ
Ｑ
゛
こ
、

　
本
地
垂
跡
ソ
ノ
御
形
異
ナ
レ
ド
モ
、
其
意
カ
ワ
ラ
ジ
カ
シ
。
漢
朝
ニ
ハ
、
佛
法
ヲ
弘

　
ム
為
ニ
、
儒
童
・
迦
葉
・
定
光
ノ
三
人
ノ
菩
薩
、
孔
子
・
老
子
・
顔
回
ト
テ
、
先
外

　
典
ヲ
以
テ
人
ノ
心
ヲ
和
ゲ
テ
、
後
二
佛
法
ヲ
流
布
セ
シ
カ
バ
、
人
皆
是
ヲ
信
ジ
キ
。

　
我
朝
ニ
ハ
、
和
光
ノ
神
明
マ
ヅ
跡
ヲ
垂
テ
、
人
ノ
荒
キ
心
ヲ
和
ゲ
テ
、
佛
法
ヲ
信
ズ

　
ル
方
便
ト
シ
タ
マ
ヘ
リ
。
本
地
ノ
深
キ
利
益
ヲ
仰
テ
、
和
光
ノ
近
キ
方
便
ヲ
信
セ
バ
、

　
現
匪
ニ
ハ
息
災
安
穏
ノ
望
ヲ
解
、
当
来
ニ
ハ
姐
為
常
任
ノ
悟
ヲ
開
ク
ペ
シ
惣
゛
6
1
ｐ
）

中
国
の
孔
子
・
老
子
・
顔
回
、
日
本
の
神
明
を
、
人
心
を
や
わ
ら
げ
、
仏
教
宣
布
の
基

礎
造
り
を
し
た
も
の
と
考
え
、
儒
教
や
神
祇
信
仰
な
ど
の
全
て
を
、
仏
教
を
主
体
と
し

て
、
そ
れ
に
付
随
し
た
も
の
と
し
て
、
把
捉
し
て
い
る
。
同
じ
巻
一
「
出
離
ヲ
神
明
二

祈
事
」
に
は
、

　
本
地
垂
跡
其
の
賛
同
ジ
ケ
レ
ド
モ
、
機
二
臨
利
益
、
暫
ク
勝
劣
ア
ル
ペ
シ
。
我
国
ノ

　
利
益
ハ
、
垂
跡
ノ
面
ナ
ヲ
勝
レ
テ
オ
ワ
シ
マ
ス
ニ
ヤ
。
其
の
故
ハ
、
昔
役
ノ
行
者
、

　
吉
野
ノ
山
上
二
行
ケ
ル
ニ
、
祥
迦
ノ
像
現
ジ
給
ヘ
リ
ケ
ル
ニ
、
「
此
の
御
像
ニ
テ
ハ
、

　
此
の
国
ノ
衆
生
ハ
化
シ
ガ
タ
カ
ル
ペ
シ
。
隠
サ
セ
給
へ
」
卜
申
サ
レ
ケ
レ
バ
、
次

　
二
倆
勒
ノ
御
形
ヲ
現
ジ
給
フ
。
「
猶
是
モ
叶
ジ
」
卜
申
サ
レ
ケ
レ
バ
、
其
の
当
時
ノ

　
蔵
王
権
現
ト
テ
、
オ
ソ
ロ
シ
ゲ
ナ
ル
御
形
ヲ
現
ジ
給
ケ
ル
時
、
「
是
コ
ソ
我
国
ノ
能

　
化
」
ト
申
給
ケ
レ
バ
、
今
二
跡
ヲ
垂
給
ヘ
リ
。
（
6
6
ｐ
）

釈
迦
・
弥
勒
と
出
現
し
、
蔵
王
権
現
を
役
行
者
が
「
是
コ
ソ
我
国
ノ
能
化
」
と
い
う
あ

た
り
、
ま
こ
と
し
や
か
で
あ
ふ
Ｉ
『
沙
石
集
』
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
、
こ
の
時
代

の
、
ほ
ぼ
一
般
的
な
考
え
方
で
は
、
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、
す
こ
し
範
囲
を
せ
ば
め
て
、
実
際
に
講
師
の
口
頭
に
の
ぼ
り
、
唱
導
さ
れ
た

も
の
の
聞
書
で
あ
る
『
百
座
法
談
作
を
み
る
と
、
本
地
垂
逍
の
定
義
と
は
、
若
干
異
な

る
も
の
の
、
活
写
さ
れ
て
い
る
神
の
姿
（
松
尾
明
神
）
を
、
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
は
ノ
二
月
八
日
に
三
井
寺
の
香
官
房
が
、
『
法
花
経
』
の
法
師
品
を
、
講
じ
た
時
の

比
喩
譚
の
中
に
、
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
此
品
の
心
は
、
仏
の
、
御
こ
ろ
も
を
も
て
持
経
者
を
な
む
は
む
き
給
、
と
の
た
ま
へ

る
品
也
」
と
釈
名
を
の
べ
、
続
い
て
『
法
花
経
』
の
侍
者
の
衣
が
、
功
徳
の
あ
る
こ
と
を
、

の
べ
て
い
る
。
そ
の
例
話
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
ま
ぢ
か
き
此
国
事
に
は
候
ど
も
、
延
喜
の
御
時
き
な
む
ど
に
や
候
け
む
、
空
也
ひ
じ

　
り
と
い
ふ
い
と
や
む
ご
と
な
き
人
件
け
り
。
官
柿
院
に
す
む
件
け
る
こ
ろ
、
七
月
は

　
か
り
京
の
万
に
す
べ
き
こ
と
件
て
、
あ
さ
が
け
に
大
宮
の
を
を
ぢ
を
南
み
さ
ま
に
罷

　
け
る
に
、
大
が
き
の
ほ
ど
に
、
例
の
人
な
む
ど
と
は
お
ぼ
え
ぬ
人
の
、
さ
む
さ
を
い

　
み
じ
く
な
げ
き
た
る
け
し
き
に
て
件
け
れ
ば
、
ひ
じ
り
あ
や
し
み
て
、
た
ち
ど
ま
り

　
て
「
い
か
な
る
人
に
か
お
は
す
ら
む
。
か
く
あ
つ
き
ほ
ど
に
、
い
み
じ
う
さ
む
さ
を

　
う
れ
へ
た
る
す
が
た
の
み
え
た
ま
ふ
は
」
と
、
と
ひ
け
れ
ば
、
此
人
の
い
ふ
や
う

　
　
「
我
を
空
也
ひ
じ
り
と
は
ま
う
す
に
や
件
ら
む
。
日
米
も
、
い
か
で
か
ま
う
す
べ
か

　
ら
む
と
、
思
ふ
た
べ
つ
る
に
、
い
と
う
れ
し
く
も
件
か
な
。
を
の
れ
は
松
尾
明
神
と

28



　
な
む
い
は
れ
侍
、
全
の
れ
が
身
に
は
、
八
々
ま
う
で
き
て
法
施
を
た
ぶ
に
、
般
若
の

　
衣
は
お
の
づ
か
ら
侍
、
浪
花
の
衣
の
は
べ
ら
で
、
妄
想
顛
倒
の
あ
ら
し
は
げ
し
く
、

　
悪
業
煩
悩
霜
の
あ
つ
く
侍
て
、
か
く
さ
む
く
た
え
が
た
く
侍
を
、
法
花
の
法
施
の
衣

　
は
た
ま
は
せ
て
む
や
」
と
の
た
ま
ふ
に
、
ひ
じ
り
い
と
お
そ
ろ
し
く
あ
は
れ
に
て
、

　
　
「
さ
う
け
給
ぬ
、
但
み
や
し
ろ
に
ま
い
り
て
法
施
た
て
ま
つ
ら
む
ば
ど
も
、
ひ
さ
し

　
く
侍
べ
き
を
、
い
と
か
た
じ
け
な
き
今
に
侍
ど
、
こ
の
を
の
れ
が
し
た
に
き
て
侍
こ

　
そ
で
は
、
き
た
な
く
あ
か
つ
き
て
侍
れ
ど
、
こ
の
四
十
余
年
を
き
ふ
し
た
ち
ゐ
に
、
法

　
花
経
を
夜
る
ひ
る
よ
み
し
み
て
侍
べ
る
な
り
。
こ
れ
を
た
て
ま
つ
ら
む
」
申
し
け
れ

　
ば
、
よ
ろ
こ
び
て
、
と
り
て
き
た
ま
ひ
て
「
今
こ
の
法
花
の
衣
を
き
侍
べ
る
よ
り
、

　
悪
業
の
霜
き
え
、
煩
悩
の
あ
ら
し
ふ
き
や
み
て
、
い
と
あ
た
た
か
に
な
り
に
て
侍
べ

　
り
。
こ
れ
よ
り
後
、
仏
道
な
り
給
は
む
ま
で
、
必
ま
も
り
た
て
ま
つ
ら
む
」
と
て
、

　
ひ
じ
り
を
お
が
み
て
な
む
さ
り
給
に
け
る
。
（
1
0
0
－
1
0
2
ｐ
）

松
尾
明
神
は
、
空
巴
聖
の
衣
を
う
け
、
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
。
こ
の
説
話
は
、
神
も
迷
え

る
衆
生
の
一
人
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
に
、
も
と
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
類
語

は
、
『
発
心
集
』
『
雑
談
集
』
『
古
事
談
』
『
三
国
伝
記
』
に
あ
る
。
特
に
、
前
記
の

　
『
沙
石
集
』
と
同
じ
著
者
の
珊
に
よ
る
『
雑
談
集
』
で
は
、
巻
九
の
「
冥
衆
ノ
作
法
ヲ

崇
ル
事
づ
の
中
に
あ
る
、
そ
の
説
話
の
末
尾
に
、
「
古
キ
物
二
見
ヘ
タ
リ
」
と
註
記
が

あ
り
、
先
行
文
献
の
あ
る
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
。
内
容
は
７
口
座
法
談
』
に
あ
る
も

の
と
、
か
わ
り
な
い
。
又
『
今
昔
物
語
集
』
巻
七
一
二
の
第
三
十
六
話
「
天
王
寺
別
当
、

遺
命
阿
閔
梨
語
」
に
あ
る
説
話
は
、
遺
命
阿
閔
梨
の
『
法
花
経
』
の
読
誦
を
、
金
峰
山

の
蔵
王
・
熊
野
の
権
現
・
住
吉
の
大
明
神
・
松
尾
の
大
明
神
が
、
聴
聞
結
縁
に
き
た
と

い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
陽
介
も
、
同
様
の
考
え
方
に
、
も
と
づ
い
て
い
る
。
遺
命
阿

閔
梨
の
説
話
の
類
話
は
、
『
法
華
験
記
』
『
元
亨
釈
書
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
な
ど
に

み
え
る
。
こ
れ
ら
の
神
の
と
り
扱
い
方
は
、
占
く
『
霊
異
記
』
下
巻
「
修
行
の
人
を
妨

ぐ
る
に
よ
り
て
候
の
身
を
得
る
縁
第
二
十
四
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
神
の
有
様
に
、
淵
る

こ
と
が
、
で
き
よ
う
。
こ
の
説
話
が
、
唱
導
の
好
材
料
に
な
っ
た
こ
と
は
、
『
百
座
法

談
』
に
よ
っ
て
、
実
際
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
『
雑
談
渠
』
に
類
話
の
見
え
る
こ

と
よ
り
し
て
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。
『
法
花
経
』
の
功
徳
を
説
く
こ
と
が
、
目
的
で
あ

る
が
、
神
が
空
也
卜
人
に
『
法
花
経
』
を
、
何
ト
年
も
の
間
よ
み
染
め
て
あ
る
衣
を
、

請
う
と
い
う
こ
と
。
人
々
の
心
の
中
に
あ
る
、
神
に
討
す
る
意
識
を
利
用
し
な
が
ら
、

朽
み
に
唱
導
の
目
的
を
、
は
た
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
仏
教
の
中
に
組
み
込

ま
れ
、
あ
る
役
割
を
演
し
、
生
き
生
き
と
表
現
さ
れ
て
い
る
神
の
姿
を
、
見
ろ
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
一
般
的
な
こ
と
に
つ
い
て
、
大
把
に
、
み
て
き
た
が
、
小
考
の
中
心
で
あ
る
安
居
院

流
で
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
、
『
神
道
集
』
を
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
、
「
神
道

集
」
と
安
居
院
流
と
の
関
連
を
、
直
接
説
明
す
る
も
の
は
、
各
巻
の
は
じ
め
に
、
「
安

居
院
作
」
と
あ
る
言
葉
の
み
で
す
。
内
容
的
に
み
る
と
、
安
居
院
流
に
関
連
の
あ
る
こ

と
は
、
否
定
で
き
ま
い
。
筑
土
鈴
寛
氏
は
、
『
中
世
芸
文
の
研
究
』
の
中
で
、
そ
の
編

者
に
つ
き
「
澄
憲
一
流
を
く
み
天
台
系
の
説
経
師
で
あ
り
、
関
東
の
事
情
に
詳
し
い
者
」

と
椎
察
し
て
、
お
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
仏
教
と
神
道
と
を
、
自
在
に
融
合
さ
せ
て
、

説
明
し
て
い
る
。
神
道
の
玄
義
的
な
も
の
を
の
べ
た
、
巻
一
・
一
「
神
道
由
来
之
事
」

を
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
問
答
体
を
用
い
て
、
神
道
と
仏
教
と
の
関
連
を
、
説
明
し

て
い
る
。
神
明
と
諸
仏
菩
薩
の
、
同
体
で
あ
る
こ
と
を
。

　
夫
以
神
明
神
道
ノ
本
地
ハ
、
諸
他
菩
薩
ナ
リ
、
諸
他
菩
薩
ノ
逍
化
ハ
、
神
明
神
道
ナ

　
リ
、
当
知
、
神
明
ト
者
他
モ
神
モ
同
ジ
、
讐
ヘ
バ
、
眼
ト
目
ト
ノ
異
名
ナ
ル
面
白
（
1
9
犬

と
説
明
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
又
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
柄
を
、
直
接
結
び
つ
け
た
も
の
と

し
て
、

　
天
ノ
岩
戸
ト
ハ
都
卒
天
ナ
リ
、
高
天
原
ト
モ

⑨云
（
1
8
且

と
い
う
例
も
あ
る
。
大
の
岩
戸
・
都
卒
天
・
高
大
原
と
を
、
類
似
し
た
も
の
と
、
考
え

て
い
る
よ
う
で
す
。
仏
道
と
神
道
と
の
、
相
互
に
関
連
の
あ
り
そ
う
な
も
万
を
、
結
び

つ
け
て
、
理
解
し
て
い
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
叉
、
巧
み
に
経
文
を
引
い
て
、
敷
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桁
し
た
も
の
も
あ
る
。

　
神
明
ヲ
崇
ル
事
ハ
、
只
我
朝
二
限
ト
可
云
耶

　
　
　
　
　
　
　
　
｝

と
い
う
問
い
に
、

　
観
経
文
二
説
ｙ
Ｓ
Ｍ
ハ
天
竺
ノ
義
ナ
リ
、
西
誠
二
此
義
無
シ
、
壹
二
此
ヲ
説
ン
ヤ
、

　
故
観
経
ノ
疏
日
、
父
王
二
有
子
無
キ
事
ヲ
所
々
ノ
神
二
求
ム
、
終
二
得
ル
事
不
能
誤
大
、

　
論
ニ
ハ
、
樹
神
二
祈
テ
子
ヲ
得
ト
見
タ
リ
、
又
漢
土
二
八
三
皇
五
帝
ノ
往
魂
七
皇
ノ

　
霊
廟
等
、
此
ヲ
始
テ
大
小
神
祇
多
聞
ス
、
我
朝
ニ
ハ
亦
自
本
神
国
故
ニ
、
一
百
八
十

　
柱
ラ
ノ
神
始
ト
シ
テ
ー
萬
三
千
七
百
所
等
、
皆
利
益
目
出
在
ス
、
（
2
2
ｐ
）

こ
れ
は
、
神
明
を
崇
る
の
が
、
我
国
の
み
で
な
い
こ
と
を
、
印
度
・
中
国
の
例
を
ひ
い

て
、
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
問
答
体
を
用
い
て
、
両
者
の
関
連
を
、

仏
典
や
漢
籍
な
ど
を
引
用
し
た
り
し
て
、
説
明
し
て
い
る
。

　
又
、
鳥
居
を
強
引
に
、
仏
教
に
結
び
つ
け
て
、
説
明
し
た
も
の
に
、
巻
一
第
四
「
鳥

居
事
」
が
あ
る
。

　
抑
鳥
居
者
、
此
祭
経
文
ニ
モ
不
挟
之
、
傅
録
ニ
モ
不
記
、
不
知
因
縁
ヲ
モ
、
只
為
鉢
以

　
テ
事
ノ
心
ヲ
、
案
ル
ニ
云
鳥
居
事
ハ
、
西
方
ヲ
富
妙
観
察
智
、
度
菩
提
門
、
義
ナ
リ
、

　
居
ハ
謂
ク
生
ル
義
ナ
リ
、
四
種
ノ
三
昧
常
座
三
味
二
富
ル
、
亦
戒
ノ
門
戸
二
似
ル
ヲ

　
門
ト
謂
、
能
通
ノ
義
ノ
故
二
知
ヌ
、
鳥
居
ノ
中
ヲ
｝
度
出
入
ハ
、
菩
提
ヲ
決
定
ス
、

　
妙
観
察
智
ノ
門
、
又
鳥
居
二
八
二
柱
三
本
有
之
、
成
二
桂
定
恵
不
二
、
悲
智
因
果
雨

　
界
ノ
功
徳
ナ
リ
（
4
0
ｐ
）

と
、
説
き
お
こ
し
、
そ
の
後
ご
二
木
は
戒
定
恵
に
あ
た
る
と
、
説
明
し
て
い
く
。
こ
の

方
法
は
、
天
岩
戸
や
高
天
原
を
都
卒
天
に
、
攘
し
た
の
と
、
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、

最
後
に
は
、

　
即
知
鳥
居
者
煩
悩
ヲ
断
シ
テ
者
、
一
解
脱
ノ
智
恵
門
二
人
、
惣
シ
テ
断
感
度
理
ノ
門

　
ナ
レ
ハ
、
一
々
二
生
死
ヲ
出
ル
門
戸
ナ
リ
、
亦
菩
提
二
入
門
戸
ナ
リ
、
佛
法
ハ
ハ
萬

　
四
千
ナ
リ
、
即
八
萬
四
千
ノ
塵
労
ヲ
出
ル
門
戸
ナ
リ
、
故
二
知
、
出
離
生
死
頓
度
シ

　
テ
暗
冥
ヲ
出
ル
門
戸
ナ
リ
。
亦
八
三
明
二
入
ル
門
戸
ナ
リ
此
等
ヲ
束
テ
鳥
居
被
立
、

可
得
心
、
又
諸
他
菩
薩
和
光
垂
逍
御
本
意
、
一
切
衆
生
ヲ
引
導
シ
テ
、
出
離
生
死
澄

大
菩
提
為
玉
ハ
ン
故
、
然
間
一
切
神
明
神
道
杜
壇
ニ
ハ
、
尤
モ
立
ル
ト
見
鳥
居
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
ｐ
）

と
い
う
結
論
と
な
る
。
鳥
居
を
、
仏
数
的
範
埼
の
中
で
、
理
解
し
説
明
し
て
い
る
こ
と

が
、
わ
か
る
。
同
じ
く
巻
一
の
第
五
「
御
本
杯
事
」
に
も
、
同
じ
よ
う
な
論
理
の
展
開

が
、
あ
る
。

　
さ
て
、
「
神
道
集
」
は
、
以
上
み
た
玄
義
的
な
も
の
を
の
べ
た
、
神
道
論
的
な
も
の

と
、
垂
逍
縁
起
的
な
も
の
と
に
　
分
類
で
き
る
句
こ
れ
は
、
物
語
的
縁
起
を
、
採
用
し

た
も
の
で
あ
り
、
興
味
深
く
内
容
も
、
豊
か
で
あ
り
、
筑
土
氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

　
「
近
古
時
代
の
小
説
・
絵
巻
物
語
・
近
古
時
代
の
説
経
・
浄
瑠
璃
の
内
容
と
一
致
す
る

も
の
づ
で
あ
る
。
こ
の
「
神
道
集
」
の
、
本
地
垂
逍
思
想
に
つ
い
て
、
村
山
修
一
博
士

が
、
す
で
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
と
こ
心
で
あ
る
が
、
荒
唐
無
稽
、
歴
史
的
知
識
を
無

視
し
た
文
章
が
、
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
か
え
っ
て
、
一
般
の
人
々
の
持
ち
、

か
つ
信
じ
て
い
た
生
の
信
仰
の
姿
で
あ
り
、
表
向
き
の
他
教
史
で
は
、
み
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
、
唱
導
と
い
う
も
の
の
持
つ
巾
広
さ
・
野

性
味
・
力
強
さ
を
、
感
じ
る
の
で
あ
る
。
人
々
の
持
つ
、
い
わ
ば
民
間
信
仰
的
な
神
祇

感
に
、
仏
数
々
義
を
導
入
し
、
組
織
し
直
し
た
の
が
、
勧
進
聖
の
よ
う
な
、
名
も
な
き
、

歴
史
の
表
舞
台
に
は
、
登
場
す
る
こ
と
の
す
く
な
い
、
唱
導
師
達
で
、
あ
ろ
う
。

　
仏
教
信
仰
と
神
祇
信
仰
と
を
、
結
び
つ
け
て
、
唱
導
し
た
も
の
は
、
他
に
も
み
う
け

ら
れ
る
・
　
「
澄
憲
作
文
集
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
王
よ
り
は
じ
め
て
、
七
十
三
種

も
の
を
、
列
挙
し
て
、
各
々
の
特
徴
や
由
来
な
ど
を
説
明
し
て
、
唱
導
の
使
た
ら
し
め

ん
と
、
し
た
も
の
で
あ
る
。
非
常
に
巾
広
い
も
の
を
、
収
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、

第
二
十
三
の
「
山
王
」
と
、
第
六
十
四
の
「
八
幡
八
講
之
結
願
」
が
、
こ
の
問
題
に
、

関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
山
王
」
の
方
を
み
る
と
、

夫
奉
尋
両
所
三
聖
者
、
惣
、
一
朝
衛
護
之
善
神
、
別
、
四
明
鎮
守
之
霊
杜
也
（
4
1
2
ｐ
）
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と
い
う
書
き
出
し
で
、
山
王
は
、
国
家
護
持
と
叡
山
の
鎮
守
と
を
、
司
ど
る
神
で
あ
る

こ
と
を
、
の
べ
て
い
る
。
そ
の
杜
前
に
幣
を
、
奉
る
こ
と
は
、
「
息
災
延
命
之
方
法
・

当
米
作
佛
之
結
縁
」
に
な
り
、
現
世
利
益
、
後
生
の
果
報
の
、
め
で
た
き
こ
と
を
、

　
　
　
一
｀
ブ
　
　
　
ー

皆
勝
利

一
云
事
（
4
1
3
ｐ
）

近
併
合
掌
、
一
天

倒
商
析
華
、
加
階

　
　
１
５
　
　
。
Ｘ

運
志
輩
、
無
不
蒙

　
　
’
　
　
下
　
こ

と
説
い
て
い
る
。
山
王
と
仏
教
と
の
、
関
連
に
つ
い
て
は
、
何
等
言
及
し
て
い
な
い
。

教
理
に
よ
り
、
論
理
的
に
説
明
し
、
説
得
す
る
と
い
う
姿
勢
で
は
な
い
。

　
次
に
、
「
八
幡
ハ
講
之
結
願

Ｊ

の
方
に
、
触
れ
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
左
兵
衛
督
成

範
が
、
紺
紙
に
「
法
花
経
」
を
、
書
写
し
た
も
の
を
、
ハ
幡
に
供
養
し
た
時
の
、
結
願

で
あ
る
。
講
衆
は
、
ハ
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
澄
憲
も
い
た
。
そ
の
結
願
文

は
、
長
文
で
あ
り
、
か
つ
詳
細
で
あ
る
。
仏
陀
も
神
明
も
、
人
の
頼
む
所
で
あ
り
、
世

の
人
の
帰
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
、
そ
の
共
通
性
を
、
説
明
し
、
特
に
八
幡
は
、
仏
界
・

神
明
・
皇
王
の
三
事
を
、
兼
ね
て
お
り
、
ハ
幡
宮
と
い
う
の
は
、
八
正
道
に
よ
っ
て
、

権
に
逍
を
垂
れ
た
の
で
、
ハ
幡
宮
と
名
付
け
た
こ
と
。
更
に
、
欽
明
天
皇
の
御
宇
に
、

宇
佐
郡
に
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
な
ど
、
記
し
て
い
る
。
肝
心
の
ハ
幡
と
菩
薩
と
の
、
関
連

に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
説
明
が
な
く
、
強
い
て
挙
げ
る
と
、

　
或
ル
託
宜
ニ
ハ
我
レ
ヲ
名
護
国
霊
験
威
力
神
通
大
自
在
王
菩
薩
、
或
託
宜
ニ
ハ
皆
得

　
解
脱
苦
衆
生
故
、
号
ハ
幡
大
菩
薩
云
云
、
皆
是
三
事
相
恵
之
儀
也
、
故
雖
神
通
専
尚
饗

　
法
味
、
雖
宗
廟
納
受
仏
法
也
（
4
3
1
ｐ
）

の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
両
者
の
関
連
を
、
「
託
宜
」
に
は
、
と
い
う
形
式
で
、
の
べ

て
い
る
。
そ
の
結
び
つ
き
は
、
い
か
に
も
唐
突
で
あ
り
、
説
得
力
に
か
け
る
も
の
で
あ

る
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
又
、
「
法
花
経
」
を
、
供
養
す
る
こ
と
が
、
い

か
に
す
ぐ
れ
た
善
根
で
あ
る
か
を
、
纏
々
、
説
明
し
て
い
る
。

　
資
先
考
先
批
得
道
得
果
、
兄
弟
姉
妹
、
妻
子
脊
属
、
朋
友
知
識
、
師
匠
同
伴
、
一
切

急
所
、
一
切
知
識
、
過
去
者
皆
成
仏
、
現
在
者
悉
安
穏
（
4
3
3
ｐ
）

死
者
へ
の
追
善
、
現
世
の
人
々
の
安
穏
を
、
説
い
て
、
巾
広
い
功
徳
を
、
強
調
し
て
い

る
。
殆
ん
ど
の
文
章
が
、
こ
の
供
養
の
功
徳
を
、
の
べ
る
こ
と
に
、
費
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ハ
幡
と
菩
薩
と
の
関
連
を
、
の
べ
た
部
分
は
、
す
く
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
今
日
の
我
々
に
は
、
疑
問
に
思
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
の
人

人
の
、
最
大
の
関
心
事
は
、
こ
の
書
写
し
供
養
し
た
「
法
花
経
」
が
、
い
か
な
る
功
徳

を
、
も
た
ら
し
て
く
れ
る
か
に
、
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に
講
者
も
、
ハ
幡
に

　
「
法
花
経
」
を
、
供
養
し
た
と
い
う
善
根
を
、
媒
介
と
し
て
、
追
善
供
養
と
現
世
利
益

の
二
点
に
お
い
て
、
強
調
し
た
も
の
で
、
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
安
居
院
関
係
の
唱
導
書
の
中
で
、
最
も
多
く
の
伝
本
を
、
有
し
て
い
る
「
言

泉
集
」
に
、
目
を
通
し
て
、
み
、
よ
う
。
先
に
、
「
百
座
法
談
」
の
例
を
引
い
て
の
べ
た
、

神
も
迷
え
る
衆
生
の
一
人
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
は
、
こ
の
中
に
も
、
あ
る
。
「
大

般
若
帖
」
に
あ
る
「
神
明
感
大
般
若

Ｊ

と
い
う
一
文
が
、
そ
う
で
あ
る
。
沙
門
応
道
は
。

　
「
大
般
若
経
」
を
、
好
ん
で
、
抄
写
し
て
い
る
。
経
の
二
こ
二
巻
を
借
り
て
、
経
嚢
に

包
ん
で
、
神
廟
の
上
に

掌
し
て
「
我
是
廟
主
吋
夜

楽
　
」
と
い
い
、
経
を
留
め
お
く
由
を
、
請
う
。
応
道
は
、
借
り
た
本
で
あ
る
事
を
い

い
、
写
経
を
以
っ
て
之
に
施
そ
う
と
、
夢
の
中
で
、
廟
主
に
約
す
、
と
こ
ろ
が
、
朝
、

経
を
取
っ
て
出
よ
う
と
す
る
と
、
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
経
を
置
い
て
出
発
す
る
と
、

容
易
で
あ
る
。
応
道
は
、
経
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
、
新
し
い
経
を
持
っ
て
き
て
、

古
い
経
を
、
持
っ
て
帰
る
。
又
、
夢
に
前
の
神
が
あ
ら
わ
れ
、
「
我
蒙
師
恩
、
令
除
熱

　
’
ｒ

．
。
。
。
。

’
Ｌ
’
ア
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ェ
　
　
ー
　
　
　
ニ

苦
、
顧
生
々
世
々
為
奴
婢
、
仕
師
」
と
の
べ
、
感
謝
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
仏
教
の

範
躊
の
中
に
、
組
み
こ
ま
れ
、
功
徳
を
蒙
っ
て
い
る
神
の
姿
を
、
み
る
こ
と
が
で
き
よ

ふ
ノ
。

置
き
、
神
廟
に
宿
っ
た
。
夢
に
異
冠
の
俗
が
、
あ
ら
わ
れ
、
合

夜
両
時
二
身
熟
知
焼
註
師
持
経
来
テ
置
ク
攘
上
二
今
夜
無
苦
安

－ －

　
又
、
同
じ
「
大
般
若
帖
」
の
中
に
あ
る
「
開
成
王
子
書
寫
大
般
若
ハ
幡
感
応
事
作
で

は
、
開
成
王
子
の
、
『
般
若
経
』
を
書
写
し
よ
う
と
い
う
順
に
、
応
じ
て
、
ハ
幡
が
、
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金
丸
を
く
れ
、
夜
叉
を
つ
か
わ
す
話
を
、
の
せ
て
い
る
。

　
得
遣
米
不
動
法
性
白
ハ
正
道
垂
権
逍
、
皆
得
解
脱
苦
衆
生
、
故
妓
ハ
幡
大
菩
薩
、
郎

　
ロ
キ
メ
テ
ル
二
二
　
　
Ｉ
　
　
　
　
ス
ル
二
　
　
Ｉ
　
　
ヲ
　
　
テ
リ
コ
フ
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ー
　
ラ
ク

　
驚
覚
見
之
、
経
巻
之
上
顕
現
輪
三
半
金
丸
也
、
重
祈
乞
硯
水
、
一
日
夜
之
暁
復
夢
見
、

　
有
形
女
夜
叉
者
、
従
北
方
飛
来
告
日
、
蒙
大
菩
薩
憚
詔
奉
為
寫
経
、
令
汲
白
鷺
之
水
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
6
ｐ
）

こ
れ
は
、
ハ
幡
に
対
す
る
信
仰
と
、
『
般
若
経
』
信
仰
と
が
、
む
す
び
つ
い
た
も
の
で
、

あ
ろ
う
。

　
　
『
言
泉
集
』
の
「
高
野
山
帖
」
の
「
高
野
縁
起
抄
」
を
み
る
と
、
丹
生
の
大
明
神
が
、

弘
法
大
師
に
、
領
地
を
献
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
仏
教
と
地
域
性
を
持
つ
神
と
の
、
結

び
つ
い
た
話
で
あ
る
。
薗
城
寺
の
守
護
神
で
あ
る
新
羅
明
神
や
、
叡
山
の
日
吉
明
神
の

場
合
も
、
同
様
の
も
の
と
、
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
安
居
院
流
の
唱
導
書
で
あ
る
、
『
転

法
輪
抄
』
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ル
ヲ
ス
ノ
ヲ
ー
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
ス
ノ
ー
ｒ

　
我
朝
者
是
神
国
也
、
以
崇
伸
為
朝
務
、
我
国
父
仏
地
曳
、
以
敬
仏
為
国
政
、
是
以
自

　
垂
仁
天
皇
以
来
敬
神
、
祭
紀
之
勤
無
念
、
自
炊
明
聖
朝
以
来
帰
彿
、
悩
法
之
儀
尤
盛
、

　
國
依
之
静
、
人
依
之
康
、
敵
國
不
能
侵
之
、
賊
臣
不
能
傾
之

神
仏
両
者
相
埃
っ
て
、
国
家
安
穏
に
、
或
は
現
世
利
益
に
と
、
む
す
び
つ
い
て
い
く
姿

が
、
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
更
に
、
『
転
法
輪
抄
』
の
「
神
紙
上
・
神
祇
下
」
と
い

う
一
項
の
中
に
も
、
態
野
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
同
様
の
も
の
が
、
み
う
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
む
す
び
に

　
以
Ｌ
、
安
居
院
流
の
、
主
た
る
唱
導
書
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
に
あ
ら
わ
れ
た
神
を
、

大
把
し
て
き
た
。
神
は
、
仏
教
の
範
暗
の
中
に
、
組
み
込
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

荷
負
い
、
仏
教
に
、
同
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
所
謂
仏
本
神
渋
の
形
で
あ
る
こ
と

は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
両
者
は
、
理
論
的
な
根
拠
を
有
す
る
関
連
、
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
強
引
と
も
思
え
る
よ
う
な
付
会
が
、
目
立
つ
。
よ
り
巾
広
く
、
両
者
は
、
関
連

し
あ
っ
て
い
る
。
無
根
拠
の
付
会
が
、
目
立
つ
だ
け
に
、
逆
の
見
方
を
す
る
と
、
野
性

昧
と
ら
い
え
る
力
強
さ
が
、
感
じ
ら
れ
る
。
仏
教
知
識
を
、
身
に
つ
け
て
い
る
、
唱
導

師
達
は
、
在
米
の
神
祇
信
仰
と
、
関
連
さ
せ
、
神
に
仏
数
的
な
位
置
づ
け
を
、
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
本
来
の
活
動
を
、
よ
り
閲
達
に
、
し
て
い
っ
た
も
の
と
、
思
わ
れ
る
、

同
時
に
又
、
そ
れ
は
、
縁
起
物
と
い
わ
れ
る
独
自
の
も
の
を
、
う
み
出
す
働
き
を
、
し

た
こ
と
も
ニ
っ
な
ず
け
よ
う
。
更
に
、
言
葉
を
つ
い
で
い
う
と
、
そ
の
両
者
の
結
び
つ

き
を
、
よ
り
巾
広
く
、
力
強
く
す
る
働
き
に
、
唱
導
師
達
の
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
、
大

き
か
っ
た
こ
と
を
、
唱
導
文
学
の
例
は
、
物
語
っ
て
い
る
も
の
で
は
、
な
い
で
あ
ろ
う

か
。

　
註

　
①
辻
善
之
助
氏
『
日
本
俸
散
史
Ｌ
Ｌ
匪
扁
』
、
岩
波
書
店
　
4
3
6
～
4
3
7
ｐ

　
②
①
と
同
じ

　
③
村
山
修
一
氏
『
本
他
手
法
』
、
吉
川
弘
文
館
　
　
　
　
2
1
2
ｐ

　
①
明
治
時
代
に
「
説
敦
夫
必
要
書
」
と
銘
打
っ
た
『
沙
石
集
』
が
、
出
版
さ
れ
て
い

　
⑤
岩
波
書
店
の
「
古
典
文
学
大
系
」
の
本
文
に
よ
っ
た
。

　
⑥
佐
藤
亮
雄
氏
校
註
　
桜
楓
杜
　
を
用
い
た
。

　
⑦
山
田
昭
全
こ
一
本
紀
人
氏
校
注
　
三
弥
井
書
店
　
　
　
　
2
7
1
～
2
7
2
ｐ

　
　
七
日
、
空
曳
Ｌ
人
　
七
日
凭
ハ
カ
リ
ニ
大
宮
ヲ
上
ヲ
ハ
シ
ケ
ル
ニ
、
老
翁
ノ
以
外
ニ
サ

　
　
ブ
ゲ
ニ
テ
ア
ヒ
タ
リ
ケ
ル
。
「
イ
カ
ナ
ル
人
ニ
テ
ヲ
ハ
ン
マ
ス
。
コ
レ
ホ
ド
ニ
世

　
　
間
ア
ツ
キ
ニ
、
サ
ブ
ゲ
ニ
ミ
ヘ
給
フ
」
ト
問
給
ケ
レ
バ
、
「
空
曳
に
入
ト
ハ
御
辺

　
　
ノ
御
事
ニ
ヤ
。
見
参
申
度
侍
リ
ツ
ル
ニ
、
ア
ラ
ウ
レ
シ
ヤ
。
怠
業
煩
悩
ノ
霜
露
フ

　
　
カ
ク
邪
見
放
逸
ノ
風
嵐
ハ
ゲ
シ
ク
シ
テ
、
般
若
ノ
衣
八
時
々
タ
ブ
人
ア
レ
ド
干
法

　
　
華
ノ
衣
モ
、
ウ
ス
ク
シ
テ
サ
ブ
ク
侍
リ
。
法
華
ノ
衣
モ
タ
ビ
候
へ
。
我
ヲ
バ
松
尾

　
　
ノ
大
明
神
卜
申
也
」
ト
申
サ
レ
ケ
レ
バ
、
「
ア
ラ
イ
ト
ヲ
シ
。
マ
イ
リ
テ
マ
イ
ラ

　
　
セ
ン
マ
デ
、
マ
ヅ
コ
レ
ヲ
タ
テ
マ
ツ
ル
。
コ
レ
ハ
多
年
、
法
華
経
ョ
ミ
シ
メ
テ
候

　
　
衣
也
」
ト
テ
、
ハ
ダ
ュ
キ
タ
マ
ヘ
ル
カ
タ
ビ
ラ
、
ョ
ゴ
レ
タ
ル
ヲ
タ
テ
マ
ツ
リ
給

　
　
ク
レ
バ
、
ウ
ケ
キ
テ
、
「
ア
ラ
ウ
レ
シ
。
ス
デ
ュ
、
ア
タ
、
カ
ニ
ナ
リ
テ
侍
リ
。
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１

　
佛
二
成
給
ハ
ム
マ
デ
マ
ホ
リ
タ
テ
マ
ッ
ル
ベ
シ
」
ト
申
サ
レ
ケ
ル
ト
、
古
キ
物
二

　
見
ヘ
タ
リ
。

⑧
近
藤
喜
博
氏
編
　
角
川
書
店
　
の
も
の
を
、
用
い
た
。

⑨
「
沙
石
築
」
（
6
0
ｐ
）
に
も
、
み
え
る
。

⑩
筑
土
鈴
寛
氏
「
中
世
芸
文
の
研
究
」
、
有
精
堂
　
　
　
　
2
8
2
～
2
8
5
ｐ

　
貴
志
正
造
氏
「
神
道
築
」
（
東
洋
文
庫
9
4
）
平
凡
社
　
　
3
0
9
～
3
1
0
ｐ

⑩
「
中
世
芸
文
の
研
究
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8
8
ｐ

⑩
③
と
同
じ

⑩
大
曾
根
章
介
氏
翻
刻
「
中
世
文
学
の
研
究
」
東
大
出
版
　
4
1
2
ｐ

⑩
「
転
法
輪
抄
」
の
「
神
祇
ト
本
」
の
「
参
議
左
兵
衛
督
成
範
孵
八
講
結
願
表
白
」

　
と
同
じ
内
容
、
で
あ
る
。

⑩
金
沢
文
庫
蔵
の
も
の
の
み
に
、
あ
る
個
所
で
あ
る
。
引
用
は
ニ
水
井
義
憲
・
清
水

　
宥
聖
氏
編
・
安
居
院
瀧
唱
導
築
上
巻
　
角
川
書
店
　
に
よ
る
。

⑩
類
語
は
、
コ
玉
特
集
』
（
巻
５
）
・
『
源
平
盛
衰
記
』
（
巻
4
3
）
　
・
『
拾
遺
往
生
伝
』

　
　
（
上
・
ニ
丁
リ
と
に
、
み
え
る
。
引
用
は
⑤
と
同
じ
。
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